
就職は安心・安定な生活の基礎になります。 
ご覧ください。今年卒業した生徒の就職先です。 

これ、本当なんです。藤工のホ-

ムペ-ジにあるデータですから。

数字は人数です。 



続き 

 保護者の皆さんが経験された頃から時代は大きく変化していて、今や
数では、大卒の就職者が高卒就職者より多いのです。（文部科学省の
HPをご覧いただくとわかります） このように大卒者があふれる時代
となった今、大学での就職活動は、3年生からの本人自身の大変な努力
が求められるのですが、その一方で、大学の知名度による格差が依然
としてあるため、就職活動においては単に大卒というだけでは、か
えって不利になることも現実です。 

 本人にとっての合理的な進路の選択となるように、是非、高
校選択の時点で、しっかりと情報収集をしてください。 

 藤工OB会では、卒業生という立場で学校の移り変わりを、入
学した生徒諸君が卒業するまでの変化として見続けてきていま
す。 
 藤工は、設立時から受け継がれてきている「求められる人」
に育てるという姿勢は不易として変わっておらず、その結果と
して、求人企業から高い評価を受けることにもつながり、就職
希望者の内定率が１００％という実績を毎年出し続けているの
だと言えます。 
 もちろん、卒業する生徒諸君自身の努力も加わって、見事な
ほどに社会に順応できる「確かなモノと心を」もって卒業して
います。 
  

 大阪の高校受験で見えるのは、普通系高校選択が多いという
実態ですが、子どもたちは、やがて生活をしていくために必ず
働きます。  
 実業高校卒からの就職は、国公立や有名私立大学の卒業者は

別として、その他の大学卒の場合と比べれば、費やした教育
費や時間の点からは、子どもはもちろん、家庭に
とっても合理的な選択になると言えることは間違い
ありません。 



 保護者の皆さんの中には、普通系高校に比べて、大学進学の道が残されていない

のが心配な点だと思う方もいることでしょう。 

 そこで、藤工の進学実績もご覧ください。 

 平成29年度の卒業生の中には国立大阪大学理学部に現役合格するという優秀な生

徒もいました。 

  

 推薦入試の制度はご存知だと思いますが、実業高校で頑張った生徒は、その実

力での就職を選択するという道のほかに推薦入学の制度での大学進学も可能に

なっています。 

 藤工だけでなく、多くの実業高校

からは、大学を経て教員として活躍

している例も少なくありません。

（国立大阪教育大学へも推薦入学で

進学した人もいます） 

 この実績が示すように、大学への

入学チャンスは、藤工生徒にもある

ということも知っておいていただけ

たらと思います。 

藤井寺工科高校のHPに掲載されている情報 



③OB会から保護者の皆さんへ(３) 

実業教育(藤工)こそがSDGｓ 



③OB会から保護者の皆さんへ(４) 

 「合理的な高校選択について」 




